
1 

 

2026 年 5月 22 日 

 

各 位 

会 社 名 株式会社大和証券グループ本社  

代表者名 代表執行役社長 荻野 明彦 

 

 

AI 活用における適切なリスク管理およびガバナンス態勢について 

 

 

株式会社大和証券グループ本社（以下「当社」）は、「大和証券グループ AIガバナンス指

針」のもと、AI の活用における適切なリスク管理およびガバナンス態勢について、当社ホ

ームページに追加で掲載いたしましたので、お知らせいたします。 

 

このたび掲載したページでは、2023 年 6 月 23 日に制定・公表した大和証券グループ AI

ガバナンス指針に加え、「ガバナンス体制」、「リスク評価体制」、「従業員教育」等の具体的

な取組みについて追加で紹介しています（（後述ページ参照）。AI 技術の急速な進歩を踏まえ、

掲載内容については随時見直しを行うとともに、適宜情報の拡充を図ることで、ステークホ

ルダーの皆様との対話を深め、より強固な信頼関係の構築を目指してまいります。 

 

当社では、お客様からのお問合わせに AI が電話で応対する「大和証券 AIオペレーター」

や、ホームページ上で AI がお客様のさまざまなご質問にお答えする「大和証券生成 AI チ

ャット」など、お客様へのより良いサービス提供を目指し、AI の活用を積極的に推進して

います。こうした取り組みと合わせて、AI サービスをお客様に安心してご利用いただくた

め、AI の利便性を最大限に活かしつつ、公平性・透明性・安全性の確保やプライバシー保

護等の観点から適切なリスク管理を行い、お客様に安心して AIをご利用いただけるガバナ

ンス態勢の構築を推進しています。 

 

大和証券グループは、企業理念で「金融・資本市場を通じて社会および経済の発展に資す

ること」を使命としており、「法令順守と自己規律を徹底し、高い倫理観を持って社会の持

続的発展に貢献する」ことを掲げています。社会や経済の持続的発展には AI 技術は必要不

可欠であり、AI を適切に活用していくことが求められています。大和証券グループが全て

のステークホルダーから信頼され、選ばれるパートナーになり、当社が提供するサービスを

安心してご利用いただけるよう今後とも尽力してまいります。 

 

●大和証券グループ AI ガバナンス 

https://www.daiwa-grp.jp/about/governance/ai_governance.html 

 

●大和証券グループ デジタル戦略 

https://www.daiwa-grp.jp/about/digital/ 

https://www.daiwa-grp.jp/about/governance/ai_governance.html
https://www.daiwa-grp.jp/about/digital/
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■AIの活用における適切なリスク管理およびガバナンス態勢について（今回、追加公表） 

 

AI ガバナンス 
近年、AI（（工知知））技術は急速な進化を遂げ、金融サービスのあり方に大きな変革をも

たらしています。大和証券グループでは、お客様へのより良いサービスの提供、業務の高度
化・効率化、そして新たな価値創造の実現に向け、AI の積極的な活用を推進しています。（
一方で、AI の活用が拡大する中、公平性・透明性・プライバシー保護・安全性といった観点
からの適切な管理は、これまで以上に重要性を増しています。AI が誤った判断を下すリス
クや、意図しないバイアスが生じるリスク、お客様の大切な情報が不適切に取り扱われるリ
スクなどに真摯に向き合うことは、金融機関として果たすべき重要な社会的責務であると
私たちは考えています。 
AI ガバナンスとは、AI の利便性を最大限に活かしつつ、想定されるリスクを適切に把握・

管理することで、お客様に安心して AIをご利用いただくための枠組みです。（大和証券グル
ープでは、AI の活用を制限するのではなく、お客様からの信頼を守りながら、その可）性
を責任ある形で広げていくための基盤として、AIガバナンスの取組みを推進しています。 

 

AI ガバナンスの取組み 

AI の活用に伴う倫理的リスクや社会的影響に適切に配慮しながら、AI が顧客や社会の豊
かさと信頼の向上に資するかたちで活用されることを目指し、大和証券グループは、2023 年
6 月に基本的な考え方を示す「グループ AIガバナンス指針」を策定しました。 
あわせて、AI 活用に関わるリスクを組織横断的に把握・管理するため、「グループ AI ガバ
ナンス委員会」を設置し、AI に関するリスクの識別・評価・対応を一元的に管理する体制
を整備しています。 
また、AI システムの影響度や用途に応じて管理の強度を柔軟に調整する「リスクベースア
プローチ」を採用し、高リスク領域における AI活用については、厳格な審査プロセスおよ
び継続的なモニタリングを実施しています。 
さらに、AI ガバナンスをグループ全体で実効的に機）させるため、全役職員を対象とした
研修を定期的に実施し、AI リテラシーの向上と責任ある活用に対する意識の醸成に取り組
んでいます。 
これらの取り組みを通じて、工間中心、公平性、透明性および説明責任といった原則に基づ
き、技術の適正な活用と社会との調和を図り、お客様・社会から信頼される AIの実現を目
指しています。 

 

ガバナンス体制 

2023 年、大和証券グループは、AI活用に関するグループ全体のガバナンスを統括する機
関として、「グループ AIガバナンス委員会」を設置しました。同委員会は、デジタル戦略の
最高責任者である CIO を委員長とし、サステナビリティ、企画、コンプライアンス、工事、
リスク管理（CRO）といった経営の中核機）を担う責任者で構成されています。これにより、
技術、リスク、倫理、工材育成など、AI に関わる多様な論点を横断的かつ実効的に管理で
きる体制を確立しています。（委員会では、AI ガバナンス指針の策定・改定をはじめ、AI活
用に関わる重要事項の審議や事例報告を定期的に行っています。これまで、AI に関するリ
スクを体系的に整理・レビューし、必要な対策を明確化する「リスクレビュー・対策シート」
の整備による審査プロセスの標準化、お客様向け AI サービスの導入に関する審議、お客様
接点における生成 AI の利用状況を踏まえたモニタリングルールの策定など、具体的な施策
の立案・決定を行ってきました。 
あわせて、国内外の AI規制やガイドラインの動向を継続的に把握し、グローバルな規制環
境の変化を踏まえた対応を推進しています。 
こうした委員会での決定事項・審議内容はグループ各社へ迅速に展開され、現場レベルの課
題や知見を委員会にフィードバックする双方向のガバナンスサイクルを通じて、グループ
全体として一貫性のある信頼される AI活用の実現を目指しています。 
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リスク評価体制 

大和証券グループでは、AI の活用に伴うリスクを適切に管理するため、AIシステムの用
途や影響度に応じて対応の優先度を定めるリスクベースアプローチを採用しています。す
べての AI活用案件に対して一律かつ過度な対応を求めるのではなく、リスクの大きさや性
質に応じて管理水準を柔軟に設定することで、イノベーションの促進を阻害せず、実効性の
高いガバナンスの実現を図っています。 
具体的には、AI の導入・活用の各段階において、リスクレビュー・対策シートを用いた確
認を実施しています。シートでは、対象となる AIシステムの目的や機）、利用範囲をはじ
め、公平性、透明性、個工情報保護、セキュリティといった多面的な観点からリスクを体系
的に整理・レビューします。これにより、潜在的なリスクを導入前の段階で可視化し、必要
な対策を講じたうえで AI を活用できる体制を整えています。（また、AI システムの導入後
においても、定期的なモニタリングを通じて、その動作、出力、利用状況および業務やお客
様への影響を継続的に確認しています。現場で得られた課題や知見は、リスクレビュー・対
策シートを通じて委員会に集約され、ガバナンスの見直しや対応方針の改善に反映されま
す。（こうした取り組みにより、社会環境や規制動向の変化にも柔軟に対応しながら、継続
的な見直しと改善を行い、リスク管理の水準を高めていくことで、お客様・社会から信頼さ
れる AI 活用の実現に取り組んでいます。 
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従業員教育 

大和証券グループでは、AI ガバナンスを組織全体に定着させるため、全従業員を対象と
した体系的な AI 教育に取り組んでいます。その中核を担うのが、グループ独自の学習プラ
ットフォームである「Daiwa（Digital（College」です。同プラットフォームを通じて、AIリ
テラシー研修やデジタル工材育成プログラムを展開し、従業員一工ひとりが AIを正しく理
解し、責任あるかたちで活用できる工材の育成を推進しています。 
研修は、2025 年度より定期的に実施しており、2026 年度以降も継続して展開する予定です。
グループ全社員を対象としたこれらの研修は、ほぼ全員が受講しています。また、動画研修
の受講後には理解度確認テストを実施し、知識の定着状況を確認するとともに、実務におけ
る適切な AI 活用への意識向上を図っています。 
大和証券グループは、従業員一工ひとりの理解と判断力を AI ガバナンスの重要な基盤と位
置づけ、健全で信頼される AI活用を支える工材育成に取り組んでいます。 
※大和証券グループの工材育成・スキルアップに関する詳細な取り組みについては、こちら
をご参照ください。 
工材育成とスキルアップ（|（働きがいのある職場づくり（|（大和証券グループ本社 

 

■大和証券グループ AI ガバナンス指針（2023 年 6 月 23 日公表） 

大和証券グループは、環境・工権・教育・経済成長・技術革新等の社会課題を解決し、社
会・経済の持続的発展へ貢献することを使命としています。これを果たすため、先端テクノ
ロジー、特に AIの活用は必要不可欠なものとなっているところ、AIが社会・経済全体に与
える影響は今後ますます拡大することが予想される一方で、AI 技術には発展途上の面もあ
ります。 
このような状況に鑑み、大和証券グループは、（AI の研究・開発、AI を利用した予測・分

析、AI を活用したサービスの提供等、AI を幅広く活用する企業として、社員一工一工が遵
守すべき「大和証券グループ（AI ガバナンス指針」を策定いたしました。 
大和証券グループが全てのステークホルダーから信頼され、選ばれるパートナーになり、

大和証券グループが提供するサービスを安心してご利用いただけるよう今後とも尽力して
まいります。 

1. AI による社会・経済への貢献 
大和証券グループは、AIの開発・利用および幅広い活用と多様なステークホルダー
との対話を通して、社会・経済の持続的発展に貢献します。（ AI の活用による公共
の利益や豊かな社会の実現および金融・資本市場の健全かつ持続的な発展をめざし
ます。 

2. 工間中心の AIの提供 
大和証券グループは、工権を尊重し、不適切なバイアスのかかった AI を排除しま
す。（AI の判断に適宜工間の判断を介在させることで、工間の生命・身体・財産等が
AI によって侵害されることを防ぐよう努めます。 

3. AI の透明性と説明責任 
大和証券グループは、透明性や説明責任を重視し、判断理由や根拠を説明しやすい
AI の提供並びに活用に努めるとともに、合理的な範囲でその責任を担保する文書を
記録します。 

4. AI の適正利用と適正学習 
大和証券グループは、適正な範囲・方法で AIを利用し、不適切に取得されたデータ
や品質の悪いデータを AIが学習することを防止するよう努めます。 

5. 法令遵守とプライバシー保護 
大和証券グループは、AI の開発および活用にあたり法規制を遵守します。（また、
適切なプライバシー保護対策を講じます。 

6. セキュリティと AI監視 
大和証券グループは、適切なセキュリティ対策を講じ、AIシステムを監視してデー
タ侵害等の悪意ある攻撃を未然に防ぐよう努めます。 

7. AI のガバナンス態勢とリテラシーの向上 
大和証券グループは、第三者による牽制など AI を適切に管理する態勢を整えます。
また、AI を幅広く活用する企業として、AI に関するリテラシー向上を図り、健全な
AI ビジネスの推進と AI活用の促進に努めます。 

2023 年 6月 23 日 制定 
（2024 年 9 月 1 日 一部改訂） 

 

以 上 

https://www.daiwa-grp.jp/about/work/skill_up.html

